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「
物

書

次

第

」

に

つ

い

て

付

・
翻

刻

大

石

有
克

『
作
文
大
体
』
は
中
御
門
宗
忠
が
そ

の
子
覚
晴

の
為
に
、
作
文
作
法
を
記
し

た
も

の
と
云
わ
れ
る
が
、
そ
の
伝
本

は
頗
る
多
く
、
ま
た
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
も

異
同
が
甚
だ
多

い
。
そ
れ
は
流
布

の
過

程
に
お

い
て
多
く

の
増
補
、
改
訂
が
な

さ
れ
た
為

で
あ

り
、
同
じ

『
作
文
大
体

』
と
云
う
書
名
を
冠
し
て
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
伝
本

で
は
実
際

の
内
容
が
多

く
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
伝
本
を
簡
便

に
見
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
松
平
文
庫
に
蔵

さ
れ
る

『
作
文
大
体
』

の
付
録
に
当
た

る

「物
書
次
第
」
を
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
に
す

る
。
詳
細
な
内
容
等
に

つ
い
て

は
以
下
述

べ
る
。二

 

ま

ず

は

松

平

文

庫

本

『
作

文

大

体

』

の

書

誌

を

記

す

。

函

架

番

号

一
四

六

1

㎝
。

袋

綴

。

写

本

「
冊

。

縦

二
七

・
七

糎

、

横

二

〇

・

○
糎
。
薄
茶
無
紋
表
紙
。
表
紙
左
上
に

「作
文
大
躰
」
と
貼
り
題
簸
。
料
紙
は

楮
紙
。
墨
付
計
六
十

一
丁
。
前
後
に

一
丁
ず

つ
遊
紙
有
り
。
巻
末
に

「尚
舎
源

忠
房
文
庫
」

の
印
記
有
り
。
奥
書
は
三
十

一
丁
裏
に

本
云此
紗
記
菅
江
爾
流
之
家
説
非
其
家
者
轍
勿

及
披
露
云
々
然
懇
望
重
畳
依
難
非
固
辞

以
隠
密
之
儀
蒙
許
容
之
柳
」小
不
可
及
披

見
隠
納
秘
府
不
可
出
門
外
穴
賢

々
々

と
あ
り
、
ま
た
五
十

一
丁
に

嘉
承
三
年
初
秋
七
夕
閑
居
暇
染
筆
抄
出
之
是
少
僧

都

(某
是
時
)
學
問
之
道
頗
有
骨
法
傍
為
知
文
章
所
書
出

也
雑
句
之
躰
其
敷
甚
多
然
而
僧
侶
所
用
大
略
不

可
過
斯
欺
有
椀
外
見
無
及
披
露
努

々
唯
願
以
狂
言

綺
語
之
業
長
為
滅
非
生
善
之
計
耳

中
御
門
内
大
臣
宗
忠
公
御
作
云

々

右
大
臣
従

一
位

保
延
七
年

文
禄
武
癸
巳
暦
仲
秋
廿
二
日

最
可
秘
蔵
者
也

八
↑
ア

号
杜
末
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〈括
弧
内
双
行
〉

と
あ
る
。

こ
の
本

の
系
統
は
小
沢
正
夫
氏
に
依
れ
ば
京
都
本
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
る

註

L

o

ま
た
同
系
の
諸
本
と
し
て
京
都
府
立
図
書
館
本
、
彰
考
館
本
を
挙
げ
ら
れ

る
。

そ

の

構

成

等

を

氏

の

記

述

に

依

っ
て

、

以

下

概

略

す

る

。

序十
則

(按
題
-
俗
説
)

六
義
字
対
体

文
章
対

賦
体
詩
本
体

雑
体
詩

詩
雑
例

雑
筆
大
体

雑
序
賦
願
文
等
有
二
病

返
読
字

同
訓
両
音
字

訓
改
音
換
字

平
他
同
訓
字

雑
序
体

句
体
事

(奥
書
)

調
諦
願
文
表
白
筆
体

文
章
対
句
抄

作
文
句
体

捻
二
五
言
詩
、
捻
二
七
言
詩
、
八
病
、
七
対

(奥
書
)

物
書
次
第

十
二
月
総
名
、
十
二
月
別
名

拾
二
門
図

印
融
御
入
滅
詩
歌

こ
こ
か
ら
、
大
別
し
て
三
部
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

ま
ず
第

一
部
は

「序
」
か
ら

「句
体
事

(奥
書
)
」
ま
で
、
第
二
部
が

「調
論

願
文
表
白
筆
体
」
か
ら

「捻
二
五
言
詩
、
捻

二
七
言
詩
、
八
病
、
七
対

(奥

書
)
」
ま

で
、
第
三
部
が

「物
書
次
第
」
か
ら

「印
融
御
入
滅
詩
歌
」
ま
で
、

と
な

る
。
第

一
部
に
当
た
る
箇
所
は
群
書
類
従
本

の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
第

二
部

は
叡
山
文
庫
本
も
近
似

の
箇
所
が
あ
り
註
,
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
第
三
部

は

部
分
的
に
関
連
の
あ
る
も
の
も
他
諸
本

に
も
見
ら
れ
る
が
、
か
よ
う
な
配
列
で

纏
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
京
都
本
系
統
以
外
に
見
ら
れ
な

い
。

三

 

そ
れ
で
は

「物
書
次
第
」
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
と
そ

の
内
容

と
を
詳
細

に
見
る
こ
と
に
し
た

い
。

ま
ず
、

「物
書
次
第
」
の
項
目
題
下
に
は

「印
融
作
少
々
」
と
あ
る
が
、
印

融
が
こ
の

「物
書
次
第
」
に
如
何
な
る
関
与
を
し
た
か
具
体
的

に
は
明
ら
か
に

出
来
な

い
。
印
融
と
の
関
わ
り
は
内
容
的

に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
と
云

っ
て
よ

か
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
後
述

の
通
り
で
あ
る
。
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次
に
は
調
踊
文
、
折
紙
、
申
状
に

つ
い
て
の
句
格
法
、
声
調
に

つ
い
て
の
記

述
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
実
例
と
し
て
紀
長
谷
雄

「仁
和
寺
圓
堂
供
養
願
文
」

が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
調
論
文
、
折
紙
、
申
状

の
各
文
体
は

「雑
筆
」

の
も

の
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。

「雑
筆
」
と
は

『
文
筆
問
答
砂
』

(印
融
、

室

町
後
期
成
立
)

に
依

る
と
、

問
。
文
筆
名
目
如
何
。
答
。
文
者
作
文
、
筆
者
雑
筆
也
。

〈引
用
は
尊
経
閣
文
庫
本
、
句
読
点
、

返
点
等
は
稿
者
に
依
る
。
以
下
同

じ
.
〉

と
あ
り
、

「文
」

に
対
応
す
る

「筆
」

に
当
た
る
も
の
を
云
う
と
あ
る
。
ま
た

同
書
に
お
け
る

「雑
筆
」
の
分
類
を
見

る
と
、

問
。
其
雑
筆
大
体
如
何
。
答
。
表

白
、
調
論
、
願
文
、
序
、
賦
、
表
、

序

、
奏
状
、
勅
答
等
、
雑
筆
之

体
也
。

と
あ
り
、
そ
れ
に
属
す
る
文
体
を
規
定

し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い

な
い
折
紙
、
申
状
と
は
前
者
は
公
式

の
文
書
及
び
進
物

の
目
録
や
鑑
定
書

の
類

を
云
い
、
後
者
は
下
位
の
者
が
上
位

の
者

へ
差
し
出
す
上
申
書

の
こ
と
を
云
う
。

こ
れ
ら
に

つ
い
て
は

『
雑
筆
要
集
』

(
『
続
群
書
類
従
』
本
に
依
る
)
に
次
に

挙
げ

る
如
く
、
そ

の
書
式
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
折
紙
に

つ
い
て
は
、

折
紙
書
様
第

三
十
三

姓
ム
言
上

爲

ム
訴
申
無
道
子
細
事

件
子
細
極
矯
飾
也
、
且
被
尋
於

在
地
、
更
無
其
隠
歎
、
所
詮
猶
及
御
不

審
、
速
被

召
封
雨
方
、
不
如
被

決
是
非
、
以
言
上
耳
、

と
あ

る
。
同
書
に
申
状

の
書
式
と
し
て
は
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
文
書
様
式
は

そ
れ
と
同
様

で
あ
る
陳
状
に

つ
い
て
の
記
載
は
あ
る
。
そ
れ
を
挙
げ
る
と
、

陳
状
様
第
三
十
四

源
爲
光
謹
陳
申

耕
申
紀
吉
安
構
謀
計
訴
申
人
費
子
細
事

右
去
何
日
吉
安
解
状
、
今
日
到
來
、
就
被
載
状
、
謹
考
案
内
、
件
人
費

事
諸
虚
誕
也
、
被
召
封
問
、
無
其
隠
欺
、
依
任
實
正
、
陳
申
状
如
件
、

以
陳
、
年
號
ム
月
ム
日

源
爲
光
状

と
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
見
る
限
り
両
者
と
も
公
式
文
書
で
あ
る
と

い
う
点
に

つ

い
て
は
差
異
が
な
い
。

「物
書
次
第
」
で
は
謁
論
文
、
折
紙
、
申
状
は
共
に

「雑
筆
」
の
範
疇
に
属
し
、
ま
た

こ
れ
ら
が

「
通
用
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

か
ら
、

こ
れ
は
法
会

で
用
い
ら
れ
る
誠
諦
文
も
公
の
文
書
と
し
て
用

い
ら
れ
る

折
紙
、
申
状
も
そ
の
則
る
べ
き
作
法
は
変
わ
ら
な

い
と
の
謂
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
が

「雑
筆
」
の

「
十
三
句
大
様
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

発
句
、
壮
句
、
緊
句
、
長
句
、
傍
句
、
漫
句
、
送
句
と
隔
句

の
六
種
類

(軽
、

重
、
疎
、
密
、
平
、
雑
)
と
を
指
す
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は

「物
書

次
第
」

の
中

の

「作
文
章
略
頬
」
に
も
近
似

の
内
容
を
持

つ
も
の
が
あ
り
、
ま

た
、

『
文
筆
問
答
紗
』
に
は
次
の
よ
う
に
纏
め
ら
れ

て
い
る
。

問
。
次
雑
筆
句
体
如
何
。
答
。
於
・此
大
有
・
八
句

「。
所
謂
嚢
句

(
一
字

三
字

二
字
四
字
)
壮
句

(三
字
)
緊
句

(
四
字
)
長
句

(五
字

乃
至
九

字
)
隔
句

(
十
字
已
上
)
傍
句
漫
句
送
句
也
。
又
於
一・隔
句

一有

二六
句

一。

軽
隔
句
重
隔
句
疎
隔
句
密
隔
句
平
隔
句
雑
隔
句
也
。

〈括
弧
内
双
行
〉

こ
れ
か
ら
見
る
と

「十
三
句
大
様
」
と
は
上
記
の
十
三
種

の
句
体
に

つ
い
て

云
う
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
こ
の
中
で
傍
句
が
句
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
観
智
院
本

『
作
文
大
体
』
な
ど
で
は

「傍
字
」
と
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
が
傍
句
と
さ
れ
る
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
群
書
類
従
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本

『
作
文
大
体
』
が
最
も
早

い
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
然
ら
ば
、
こ
の

「
物
書
次
第
」
も
群
書
類
従
本

『
作
文

大
体
』
や

『
文
筆
問
答
砂
』

の
成
立
時

期
よ
り
も
後
に
成

り
立

っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ

る
。

ま
た

こ
れ
ら
の
雑
筆

の
声
調
に

つ
い
て
は
極

め
て
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
調
声
が
必
要
な
場
合
、
不
要
な
場
合

が
あ
り
、

「任
心
有
書
事
」
と

も
し
て
い
る
が
、
如
何
な
る
説
に
依

っ
た
も

の
か
不
明
で
あ
る
。

『
文
筆
問
答

紗
』

の
記
述
に
よ
る
と
調
声
が
必
要
な

も
の
壮
句
、
緊
句
、
長
句
、
隔
句

(軽
、

重
、
疎
、
密
、
平
、
雑
)
、
不
要
な
も

の
は
発
句
、
傍
句
、
漫
句
、
送
句
と
さ

れ
て
い
る
。

次

に
紀
長
谷
雄

「
仁
和
寺
圓
堂
供
養

願
文
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

『
本
朝
文
粋
』
な
ど

の
詞
華
集

に
は
不
載

の
も

の
で
、
観
智
院
本
を
始
め
と
す

る

『
作
文
大
体
』
の
諸
本
に
作
例
と
し

て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
理
由

は
詳
ら
か
に
し
得
な

い
が
群
書
類
従
本

の
そ
れ
に
は
載
ら
な
い
。

「物
書
次

第
」
が
群
書
類
従
本
と
同
系
の
京
都
本
系
統
に
の
み
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
群
書
類
従
本
を
基
幹
部
分

と
す
る
伝
本

の
付
録
と
し
て
成
立
し
た

こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

因
み
に

「仁
和
寺
圓
堂
供
養
願
文
」
の

本
文
は
観
智
院
本

『
作
文
大
体
』
で
は

「飯
命
稽
首
」
ま
で
で
あ
り
、

「物
書

次
第
」
の
本
文
は

「書
物
可
知
言
」
以
降

「言
葉
何
残
」
ま
で
何
ら
か
の
別
の

文
章
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
が
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
未
詳

で
あ
る
。

次
に
は

「山
寺
」
と
云
う
語
彙

の
言

い
換
え
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
調
訥
文

の

定
義
、
調
調
文
に
用

い
ら
れ
る
常
套
句

及
び
そ
の
説
明
、
誠
諦
文

の
定
型
に

つ

い
て
説
く
内
容
が
続
く
。
語
彙

の
言

い
換
え
に
関
す
る
事
柄
は
次

の
願
文
の
説

明

の
箇
所
に
も
多
く
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
何
ら
か
複
数

の
辞
書
的
存
在
が
あ

つ

た

こ
と
が
類
推
さ
れ
る
が
そ
れ
ぞ
れ

の
直
接

の
原
拠
に

つ
い
て
は
未
詳
と
せ
ざ

る

を

得

な

い
。

『
榔

金

抄

』

の
事

項

と

重

な

る

部

分

も

あ

る

が

、

そ

れ

を

直

接

に

引

用

し

た

も

の

で

は

な

く

、

そ

れ

を

引

用

す

る

中

間

的

な

辞

書

類

に

依

っ
た

も

の

か

と

思

わ

れ

る
。

そ

れ

で

は

誠

諦

文

に

関

す

る

事

柄

を

次

に

考

え

る

こ

と

に

し

た

い
.

ま

ず

、

調

論

文

の

定

義

を

調

諦

ハ
佛

布

施

裏

物

.

道

師

請

・
取

状

也

。

と

し

、

布

施

物

を

喜

捨

す

る
趣

旨

を

記

す

も

の

で

あ

る

と

し

て

い

る
。

こ

の

よ

う

な

説

は

『
王

澤

不

渇

紗

』

と

同

名

の

同

書

の
註

釈

(
以

下

区

別

す

る

た

め

に

『
王

澤

砂

注

』

と

称

す

る

)

に

も

「
誠

論

布

施

物

三

宝

供

文

也

」

と

あ

り

、

通

行

し

て

い
た

説

で

あ

っ
た

と

思

わ

れ

る

。

次

に

、

調

諦

文

に

お

い

て

必

ず

載

せ

る

べ

き

文

言

の
作

例

と

し

て

叩

一。
見

鐘

.
一
磐

一.
驚

二
鵡

王

,
諸

尊

.
。

打

・
鳴

.
テ
洒

濱

一
ヲ
驚

・
ト
モ
三

宝

ノ
諸

尊

一
ヲ
。

叩

二
。
九

乳

ノ
金

磐

一ヲ
驚

二
ト
。
十

方

佛

陀

一
ヲ
。

掬

ニ
テ
九

乳

.
金

磐

・ヲ
驚

・
.
ト
十

方

ノ
諸

尊

一
ヲ
。

と

五

字

の

長

句

を

四

種

載

せ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

例

は

『
王

澤

不

渇

砂

』

に

も

「
調

諦

常

句

」

と

し

て

、

當

-
四

十

九

日

一。

叩

二
鐘

一
爾

聲

。

叩

・
松

鐘

之

逸

韻

。

錺

二
蓮

座

之

畳

位

一
。

鳴

二
見

鐘

之

響

一。

驚

・
鵡

王

之

尊

。

封

一・鵡

王

無

上

之

尊

一
為

・
達

-
早

懐

一。

鳴

一一見

氏

三

下

之

鐘

有

・
驚

二
高

聴

一。

と

五

字

長

句

、

七

字

長

句

、

十

一
字

長

句

の
例

が

挙

げ

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

調

論

文

の
常

套

句

に
打

鍾

な

ど

に

関

す

る

言

辞

を

含

ま

せ

る

の

は

、

法

会

の
儀

式

の
基

づ

く

こ

と

で

あ

る

と

夙

に

後

藤

昭

雄

氏

が

指

摘

せ

ら

れ

て

い

る

註
、
。

こ

の

「
物

書

次

第

」

の
例

で

は

打

鍾

で

は

な

く

打

磐

に

関

す

る
事

柄

が

挙

げ

ら

れ
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て

い
る

が

、

こ

れ

も

法

会

の

進

行

に

基

づ

い

て

表

現

さ

れ

た

例

で
あ

る

と

云

え

よ

う

註
、
。

そ

し

て

ま

た

「
物

書

次

第

」

で

は

調

訥

文

の

常

套

句

に

関

す

る

語

彙

の
成

り

立

ち

に

関

す

る

逸

話

を

以

下

の

よ

う

に

挙

げ

て

い

る

。

「見

鐘

」

に

つ

い

て

は

、

菟

鐘

ト
.
馨

ノ
裏

.

.
面

.
,
云

・
見

鳥

.
鋳

付

.

.
云

見

鐘

一
ト
也

。

又

.
霜

鐘

ト
.
也

。

冴

行

間

声

苦

澄

渡

.

.
云

一霜

鐘

ト
也

。

と

あ

り

、

磐

の

裏

に

見

の
型

が

鋳

付

け

ら

れ

て

い

る

た

め

に

磐

を

「
見

鐘

」

と

云

い
、

ま

た

「
霜

鐘

」

と

云

う

こ

と

を

説

い

て

い

る

が

、

こ

の
原

拠

は

不

明

で

あ

る

。

通

常

、

「見

鐘

」

は

『
周

礼

』

冬

官

考

工

記

の

「
見

氏

為

・
鐘

。

両

楽

謂

'
之

銑

。

」

の

故

事

に

依

る

語

彙

で

馨

で

は

な

く

鐘

を

指

す

。

『
王

澤

紗

注

』

に

お

い

て

も

○

見

鐘

,
.
々
,
事

也

。

周

礼

日
見

氏

作

・
鐘

文
。

見

氏

鐘

.
作

,
初

,
也

。

と

あ

り

、

鐘

を

指

す

も

の

と

し

て
解

さ

れ

て

い

る
。

ま

た

、

澄

み

渡

る

磐

の
音

か

ら

、

そ

れ

を

「
霜

鐘

」

と

云

う

と

の

説

が

な

さ

れ

て

い
る

が

、

何

を

原

拠

に

し

て

い

る

か

は

不

明

で

あ

る

。

用

例

と

し

て

は

『
性

霊

集

』

巻

七

「
僧

寿

勢

為

先

師

入

一忌

日

料

物

願

文

」

に

「
伏

惟

我

先

師

大

徳

几

前

。

惟

珠

分

色

霜

鐘

傳

聲

。

」

な

ど

が

あ

る

。

参

考

の

た

め

に

後

世

の
資

料

で

は

あ

る

が

『
性

霊

集

便

蒙

』

の

註

の

こ

の
該

当

箇

所

を

挙

げ

る

と

、

山

海

経

日

。

豊

山

有

・
鐘

九

耳

。

是

知

・
霜

鳴

。

註

日

。

霜

降

則

自

鳴

。

金

氣

磨

也

。

禮

記

日

。

善

待

・
間

者

如

・
撞

・
鐘

。

今

言

待

・
問

而

答

如

・

鐘

響

也

。

と

あ

る

が

、

こ

れ

も

磐

で

は

な

く

鐘

を

指

す

も

の

で

あ

る

。

次

に

「
洒

濱

石

」

に

つ
い

て

は

、

大

國

二
云

・
呉

山

一
ト
山

。
リ
洒

濱

石

ト
云

石

.
取

出

、一・打

・
之

。

其

響

キ
苦

哀

二
諸

天

.
垂

納

受

.
影

向

.-

.
。

然

.

.磐

,
名

.

.
云

張

.
洒
濱

ノ
一
磐

'
ト
也

。

と

あ

り

、

呉

山

か

ら

「
洒

濱

石

」

と

云

う

磐

の

原

料

が

産

出

し

、

そ

の
良

い
響

き

に

諸

天

も

感

心

し

た

こ

と

に

依

り

、

磐

を

そ

の

よ

う

に

呼

称

す

る

と

の

言

説

で

あ

る
。

さ

り

な

が

ら

、

こ

の

事

柄

に

関

し

て

も

原

拠

は

不

明

で

あ

る

。

こ

れ

も

『
書

経

』

禺

貢

の

洒

濱

浮

磐

。

准

夷

螺

珠

暫

魚

。

(
孔

伝

)

洒

水

涯

水

中

見

・
石

。

可

・
以

為

一
レ
磐

。

蛾

珠

珠

名

。

准

夷

二

水

出

二
蠕

珠

及

美

魚

一。

を

故

事

と

し

て

踏

ま

え

た

語

彙

で

あ

る

と

解

す

る

の

が

一
般

で

あ

ろ

う

。

「
九

乳

」

の

語

彙

に

関

し

て

も

次

の

よ

う

に

、

國

.
昔

犬

,

生

時

聞

一佛

法

声

ヲ
成

一ル
ナ
リ
金

磐

二
。

犬

ノ
主

.
聖

人

。
夢

.
告

。

云

,
願

ハ
上

人

此

磐

ニ
ハ
我

身

成

也

。

懸

-
テ
佛

前

一
。打

給

ハ
我

罪

滅

.
テ
遂

.
可

・

成

-
佛

道

一.
云

云

。

然

則

如

・
夢

ノ
告

一
懸

二
テ
佛

前

一打

・
之

也

。

此

犬

,
乳

九

.

有

故

此

磐

ニ
モ
有

二
リ
乳

,
姿

タ
九

一
.
也

。

と

、

犬

が

仏

法

の
声

を

聞

き

、

金

磐

に

な

る

こ

と

に

依

っ
て

滅

罪

し
成

仏

し

た

た

め

に

、

磐

に

は
犬

の

乳

の
姿

が

九

つ
あ

る

と

の
逸

話

を

載

せ

る

が

、

こ

れ

も

原

拠

は

不

明

で

あ

る

。

一
般

の

「
九

乳

」

の
解

釈

は
磐

で

は

な

く

鐘

を

指

す

も

の

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

『
初

学

記

』

巻

十

六

「
鐘

」

(
叙

事

)

に

は

樂

叶

圖

徴

日
。

鐘

有

・
九

乳

一
。

と

あ

り

、

ま

た

同

書

同

項

(
事

対

)

に

は

樂

叶

圖

徴

日
。

君

子

錬

金

為

・
鐘

。

四

時

九

乳

。

是

以

撞

・
鐘

以

知

・
君

。

鐘

調

君

道

得

。

宋

均

注

日
。

九

乳

。

法

一九

州

一
也

。

と

あ

り

、

「
九

乳

」

は

鐘

を

指

す

語

彙

と

し

て
解

さ

れ

て

い

る

。

こ

こ

に

挙

げ

た

語

彙

の

成

り

立

ち

に

関

す

る
逸

話

は

一
般

の

解

釈

と

相

違

す

る

と

こ

ろ

が

多

分

に

あ

る

が

、

「
物

書

次

第

」

成

立

時

期

の
語

彙

解

釈

の

一
端

と

し

て
重

要

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

以

上

の
如

き

調

諦

文

に

関

す

る

事

柄

を

概

説

し

た

後

で
、

調

踊

文

の
作

例

を
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示

し

て

い

る

。

そ

こ

に

は

次

の

よ

う

に

、

調
諦

.
ハ

敬
白

調
諦
事

三
寳
衆
僧
御
布
施

一
裏

(中
略
)

傍
調
諦
祈
・請
如
・件
。
敬
白
年
号

月
日
佛
子
某
敬
白
。

と
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
来
は

「誠
論

事
」
は

「請

誠
論
事
」
と

「請
」
字
が

あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

『
王
澤
不
渇
紗
』
に

は
調
論
文
の
作
例
を

「普
通
多
分
体
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
挙
げ
る
。

敬
白
請
調
踊
事
三
寳
衆
僧
御
布
施

一
裏

右
奉
為
過
去
聖
霊
出
離
生
死
頓
謹
菩
提
乃
至
法
界
平
等
利
益
調
諦
所
請
如

件
敬
白年
月
日

性
名

こ
の

『
王
澤
不
渇
鋤
』
に
載
る
作
例

は
そ
の
成
立
後
、

『
烏
亡
問
答
砂
』

『
文
筆
問
答
紗
』
な
ど
に
も
引
用
が
あ

り
、
当
時

の

一
般

の
理
解
と
把
握
さ
れ

て
よ
か
ろ
う
。
然
ら
ば

「物
書
次
第
」

の
記
述
も
小
異
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様

で
あ
り
、
通
行
し
て

い
た
説
を
敷
術
し
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
は
願
文

に

つ
い
て
の
説
明
が
作
例
を
示
し
な
が
ら
、
解
説
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
に
も
語
彙

の
言
い
換

え
に

つ
い
て
言
及
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
先
述

の
通
り

で
あ
る
。
そ
の
後
に
は

「神
御
前
願
書

」
と
神
祇
に
対
す
る
祈
願
文
の
形
式
を

述

べ
る
も

の
が
あ
る
。

こ
こ
で
も
次

の
よ
う
に

夫
以
.
.此
下

.任
㌃
ア書
度
様
一
.不
・
知
・声
人
不
・去
・声
.
任
可
レ
書
・
之
。

と
、
願
文
の

「夫
以
」
以
下
の
本
文
部

分
に
は
調
声
不
要
と

の
説
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
先
述
し
た
雑
筆
に
は
調
声
に
関
す

る
説
で
も
、
そ

の
不
要
で
あ
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
如
何
な
る

原
拠
が
あ
る
か
は
不
明
で
あ

る
。

「
神
御
前
願
書
」
と
は
神
祇
に
対
す
る
願
文
と
解
さ
れ
よ
う
が
、
こ
の
作
例

の
説
明
に
関
し
て
は
他
書
に
類
例
を
見
な
い
。
ま
た

「物
書
次
第
」

に
挙
げ
ら

れ
る
例
に

つ
い
て
は
、
立
願
を
趣
旨
と
す

る
も
の
で
あ

る
。
殊
に
神
祇
に
対
す

る
願
文
の
用
例
は
社
殿

の
建
立
、
参
詣

の
際
に
書
か
れ
た
も
の
が
多
く
残
る
が
、

立
願

の
趣
旨
を
含
む
大
江
周
房

「
石
清
水

八
幡
宮
願
文
」

(
『
本
朝
文
集
』
六

十
五
)
な
ど
も
あ
る
。
し
か
し
、

『
王
澤
紗
注
』
に
載

る

「祝
詞
」
に

つ
い
て

の
記
述
に
見
え
る
例
が

「物
書
次
第
」

の
例
に
近
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
参
考

の
た
め
に
次
に
挙
げ
る
。

維
當
來
歳
次
元
亀
四
年
撰
二吉
日

「定
二嘉

辰

}。
奉
二
法
樂

・賓
二
當
社

一。
掛

恭
八
幡
大
菩
薩
宝
前
。
至
二自
信

一。
抽
・
丹
懇

。
謹
敬
言
。
夫
化
・物
濟

・

機
佛
陀
慈
悲
。
施
・恵
與
・嚴
神
祇
利
益
也
。
然
間
。
再
興
時
環
。
新
建
・

…叢
祠
一　
。
紹
隆
鰯
・析
。

正
崇
二藍
谷

。
抑
當
社
者
。
朝
家
元
比
崇
壇
。

垂
二跡
万
山

・。

日
域
元
双
霊
神
。
和
・
光
四
海

・。
愛
以
.
岩
清
水
之
流
澄

々
三
熱
易
・
除
.
男
子
山
之
月
了

々
五
濁
能
照
。
護
二
王
法
一護
二佛
法

一。

三
社
霊
用
堆
・於
五
須
弥
一也
。
爲
二
国
土
一爲
二人
民
一。

八
幡
慮
瑞
剛
似
-

二
鉄
囲

一。
依
・
之
。

一
運
歩
族
嬰
勝
万
里
外
子
葉
孫
枝
含
二
松
柏
色

一。

二

捧
幣
輩
廻
二謀
逸
惟
内

一文
海
武

山
兼
二
石
湖
徳

一。
然
則
。
不
・享
・
非
礼

一

者
神
也
。
伸
二
鳩
鵠
翅

一宿
二
正
直
林

日。

不
・
与
二
不
善

・祇
也
。
振
一一塵
鹿
耳

遊
・
元
邪
苑

一。
重
乞
。
社
頭
不
朽
万
氏
衛
護
郷
内
弥
豊
諸
人
快
樂
。
再
拝

々
々
敬
白
。

元
亀
四
年
今
月
今

日
諸
衆
等
敬
白
。

〈句
点

は
稿
者

に
依
る
。
注
記
は
省
略
し
た
。
〉

ま
た
こ
の
後
に
は

「物
書
次
第
指
南
抄
少

々
」
と
し
て
声
調
に
関
す
る
記
述
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が
あ
り
、
小
沢
氏
は
項
目
と
し
て
は
挙
げ
ら
れ
て
は
い
な

い
が
註
,
、
項
目
と
し

て
の

「物
書
次
第
」
と
は
別

の
項
目
と

し
て
取
り
扱
う
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
平
声
、
他
声

(上
去
入
)

に

つ
い
て
記
述
が
あ
り
、
調
訥
文
、
願
文

に
は

「平
他
他
平
」
と
調
声
す
べ
き

で
あ
る
と
の
説
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、

先
述
の
雑
筆

の
各
文
体
に
は
調
声
不
要

と
の
説
と
矛
盾
を
来
し
て
い
る
。

こ
れ

は

「物
書
次
第
」
が
多
く
の
書
か
ら
抄

出
し
て
形
成
さ
れ
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る

も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

こ
こ
の

「
平
他

他
平
」
と
調
声
す
る
と
は
隔
句

四
句
に

お
け
る
句
末
字

の
声

調
を
整
え
る

こ
と

を
指
し
て
い
よ
う
。
稿
者
に
お
い
て
図

示
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

口
口
口

口

口
口
口
口
口

口

口
口
口

口

口
口
口
口
口

口

「
物
書
次
第
」

で
は

「
平
他
他
平
」

の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

『
文
筆

問
答
紗
』

「平
他

々
平
事
」

に

「於
隔
句

四
句
平
他

々
平
、
他
平
々
他
調
声
常

法
也
」
と
見
え
る

こ
と
か
ら
、
本
来
は

「他
平
平
他
」
に
も
言
及
が
あ

っ
た
と

も
思
わ
れ
る
。

こ
の
後

の

「十

二
月
総
名
」
に
は
所

謂
、
四
季

の
異
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

「十
二
月
別
名
」

に
は
月

の
異
名
が
閏

月
も
含
め

て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
項

目
の
特
徴
は
他

の
類
書

に
比
し
て
、
そ

の
異
名
の
挙
げ
ら
れ
る
数
が
膨
大
で
あ

る
こ
と

で
あ

る
。

『
拾
芥
抄
』
な
ど
に
も
載
る
が

一
例
ず

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
の

み
で
あ
り
、
成
質
堂

文
庫
本
、
高
野
山
甲
本

の

『
作
文
大
体
』
に
も
同
趣
旨
の

内
容
を
含
む
が
系
統
が
異
な

る
も

の
と

思
わ
れ
る
.

こ
こ
の

「物
書
次
第
」
の

例
も
直
接
に
何
に
依

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
似

の
内
容
を
持

つ
も

の
と

し
て

『
堪
嚢
紗
』
が
あ
る
。
以
下
参
考

の
た
め
に
該
当
す
る
項
目
を
挙
げ
る
。

以
下
の
引
用
の
傍
線

を
付
し
た
も
の
は

「物
書
次
第
」
に
お
い
て
も
同
じ
も
の

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

十
二
月
ノ
異
名

ハ
何

二

正
月

大
蕨

孟
春

初
翻

親
剤

建
寅

肇
年

交

鐘

仲
春

仲
陽

沽
洗

季
春

暮
春

暮
陽

仲
呂

孟
夏

初
夏

首
夏

莚
賓

仲
夏

越
夏

林
鐘

季
夏

晩
夏

極
暑

夷
則

孟
秋

上
秋

初
訓

南
呂

仲
秋

仲
商

無
射

季
秋

暮
秋

窮
秋

剤磨
鐘

孟
冬

初
剣

黄
鐘

仲
冬

子
月

大
呂

季
冬

禦

晩
冬

矧

幽

端
月

初
陽

端
春

二
月
三
月
四
月
五
月
六
月
七
月
八
月
九
月

維 花
夏 月

 

初
商

新
秋

肇
秋

秒
秋

秒
商

季
商

季
白

十
月
十

一
月

十

二
月

陽
月

玄
英

上
冬

四
季
異
名
何

抄
冬

窮
冬

黄
冬

極
月

(巻
第
六

二
十
三
)

四

季

共

二
。

各

三

月

ノ
中

二
。

別

シ

テ

主

月

ア

レ
共

。

惣

テ

一
季

ノ

下

二

書

ク

。

准

上

可

知

之

春

早
春

上
春

孟
春

新
春

春

花
春

三
春

首
歳

献
歳

上
陽

孟
陽

載
陽

月

花
月

青
帝

青
律

初
剤

献
春

開
春

陽
春

王
春

芳

艶
陽

青
陽

詔
陽

三
陽

上
月

端
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芳
辰

詔
節

詔
光

孟
諏

和
暖

淑
景

夏

初
夏

孟
夏

首
夏

炎
夏

朱
夏

九
夏

朱
明

朱
律

丹
律

炎

暑

炎
景

炎
節

炎
天

景
天

長
藏

秋

初
秋

孟
秋

新
秋

三
秋

肇
秋

清
秋

涼
秋

秒
秋

早
秋

涼

天

異
天

白
蔵

三
商

九
商

素
秋

金
秋

残
暑

季
秋

素
商

仲
商

素
律

金
律

仲

律

仲
月

晩
月

残
熱

蝕
熱
冬

早
冬

初
冬

孟
冬

三
冬

九

冬

仲
冬

季
冬

窮
冬

抄
冬

暮

冬

厳
冬

玄
冬

寒
冬

厳
凝

玄
陰

陰
律

陰
英

陰

天

陰
糞

陰
唇
乙差

凋
年

(巻
第
六

二
十
四
)

こ
の
後
に
続
く

「作
文
章
略
頒
」
は
散
文
の
句
格

の
定
型
に

つ
い
て
口
諦

の

便
を
図
る
た
め

の
略
頗
で
あ
る
。

こ
れ

は
小
沢
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り
註
,、
高

野
山
甲
本

『
作
文
大
体
』

に
も
同
内
容

の
も
の
が
あ
る
。
か
よ
う
な
略
頬
は
散

文
に
関
す
る
も

の
に
限
ら
ず
、
詩
文
に
関
す
る
も
の
で
も
作
成
さ
れ
た
。
次

に

『
王
澤
不
渇
砂
』
に
載
る

(
『
文
筆
問
答
鋤
』
に
も
引
用
さ
れ
る
)
詩
体

の
分

類
に
関
す
る
略
頒
を
次
に
挙
げ
る
。

古
調
新
調
井
廻
文

離
合
字
訓
越
調
等

江
南
曲
膿
絶
句
篇

是
名
同
為
呂
部
詩

句
題
無
題
非
句
題

賦
物
経
題
山
寺
會

詠
史
贈
答
偶
吟
等

是
名
同
為
律
部
詩

ま
た

『
王
澤
不
渇
紗
』
に
は
詩
作

の
際
の
調
声
に
関
す
る
略
頒
も
あ
る
。
以

下
に
挙
げ
る
。

四
二
不
同
二
六
封

平
他
聲
字
避
三
連

上
句
終
字
皆
是
他

下
句
終
字
皆
是
韻

用
連
韻
時
題
目
句

上
下
終
字
同
用
韻

不
用
連
韻
莫
用
平

毎
行
上
句
終
他
聲

こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
る
限
り
、

「
物
書
次
第
」
に
お
け
る
略
頒
も

『
王
澤
不

渇
紗
』
な
ど
の
略
頒
が
作
成
さ
れ
た
趨
勢
を
受
け
、
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

し
、
ま
た
軌
を

一
に
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
に
は

「拾
二
門
図
」
と
あ
り
語
彙

の
性
格
毎
に

「乾
坤
門
」

「天
象

門
」
等
、
十
二
の
分
類
を
し
て
そ
の
例
を
挙
げ

る
。

こ
れ
に

つ
い
て
も
何
を
原

拠
に
持

つ
か
は
不
明
と
せ
ざ

る
を
得
な

い
。
さ
り
な
が
ら
、
熟
語
が
全
く
挙
げ

ら
れ
な

い
の
は
特
徴
的

で

『
平
他
字
類
抄
』

の
上
巻
部
分
や
群
書
類
従
本

『
作

文
大
体
』

「平
他
同
訓
字
」
な
ど
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
出
来
よ
う
か
。

こ
れ
に
次
い
で

「印
融
御
入
滅
詩
歌
」
あ
り
、
印
融

の
辞
世

の
七
律
と
和
歌

と
を
収
載
し
て
い
る
。

こ
の
詩
は
夙
に
伊
藤
宏
見
氏
が
考
証
さ
れ
て
い
る
通
り

註,
、
三
会
寺

(現
横
浜
市
)
蔵

の

「印
融
尊
師
乗
牛
寿
像
」

(江
戸
時
代
)

に

も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
次
に
挙
げ

る
。

蹄
敬
本
初
不
滅
阿

來
降
此
土
今
還
往

命
終

一
念
浄
土
彌

迎
臨
三
尊
忽
現
生

頂
戴
蓮
墓
越
悪
陀

引
登
月
殿
座
遇
極

禮
恭
稻
讃
拝
諸
佛
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撮
受
恒
常
住
快
樂

生
者
不
生
々
滅
是
不
滅
々

鎮
居
阿
字
皇
當
聴
鍵
文
説

印
融
法
印
大
和
尚
位

吉
永
正
十
六

こ
の
印
融
辞
世

の
七
律

は

「物
書
次

第
」
の
も
の
と
比
し
て
異
同
が
認
め
ら

れ
、

「
物
書
次
第

」
で
は
第
八
句

に
明
ら
か
に
欠
字
が
あ
る
も

の
を
補
う

こ
と

も
出
来
よ
う
。
ま
た
詩

の
後
に
付
さ
れ

た
も
の
は
和
歌

の
翻
案
と
看
取
さ
れ
よ

う
。
ま
た
辞
世

の
和
歌

に

つ
い
て
は

『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
巻
第
十

一
に
記

載
が
あ
る
。
異
同
は
な

い
が

「有
二
首

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
に

一
首
存
し

た

こ
と
が
窺
え
る
が
、
徴
す
べ
き
資
料

が
な
い
。

ま
た

「拾
二
門
図
」
と

「印
融
御
入
滅
詩
歌
」
と
の
間
に

「
乃
至
法
界
平
等

利
益
。
抑
土
砂
加
持
光
明
供
養
砺
ナ
レ
バ
等
云
々
」
と
光
明
真
言
土
砂
加
持
に

関
す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
が
、

こ
れ
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
不
明

で
あ
る
。

四

以
下
は

「物
書
次
第
」
と
印
融
と

の
関
係

に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。

ま
ず
は
印
融
に

つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
永
享
七
年

(
一
四
三
五
)
武

州
久
保

(現
横
浜
市
)
に
生
ま
れ
、
高

野
山
無
量
光
院
を
再
興
し
、
後
に
は
関

東
を
中
心
に
活
動
し
た
と
云
わ
れ
、
永
正
十
六
年

二

五

一
九
)
八
月
十
五
日

鳥
山
観
護
寺
ま
た
は
三
会
寺

に
て
入
寂

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
伝
記
と
し
て
伝

わ
る
も

の
は

『
三
宝
院
伝
法
血
脈
』

『
本
朝
高
僧
伝
』

『
高
野
春
秋
編
年
輯

録
』
な
ど
が
あ
る
註
,。
著
作
は
膨
大
で
事
教
両
相
に
亘
る
教
学
、
悉
曇
に
関
す

る
も
の
を
始

め
、
文
章
に
関
す
る
も

の
も
多
く
著
し
て
い
る
。
殊
に
文
章
に
関

す
る
印
融

の
活
動
に

つ
い
て
云
う
な
ら
ば

『
秘
鍵
文
筆
紗
』

『
文
筆
問
答
紗
』

『
訓
釈
得
意
抄
』

の
執
筆
や

『
三
教
指
帰
』

『
性
霊
集
』

の
私
分
文
句
本
の
作

成
、

『
作
文
大
体
』

(栗
田
本
)
、

『
塵
袋
』

(東
京
国
立
博
物
館
蔵
)

の
書

写
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

さ
て

「物
書
次
第
」
の
冒
頭
の
題
下
に

「印
融
作
少

々
」
と
あ
る
が
、
そ
の

明
確
な
区
分
を
本
文
中
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
為
に
、
何
を
以
て
印
融

の
作
と

し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
そ

こ
で
こ
こ
で
は
先
述
し
た

「物
書
次
第
」

の
中

で
特
徴
的
な
隔
句
に
お
け
る
調
声
不
要
と
云
う
説
と
印
融

の

『
文
筆
問
答

紗
』

に
お
け
る
隔
句

の
調
声
に
関
す
る
説
と
を
比
較
検
討
し
て
み
た

い
。

そ
れ

で
は

『
文
筆
問
答
砂
』

の
隔
句

の
調
声
に
関
す

る
説
を
次
に
挙
げ
る
。

問
。
於
二
隔
句

・四
句
平
他

々
平
、
他
平

々
他
調
・声
常
法
也
。
然
或
平
他

平
他
調
・之
、
他
平

々
々
置
・
之
、
或
平

々
他

々
置
・
之
、
他

々
平

々
調
・之
、

或
平
平
平
平
置
・
之
、
他
他
他
他
調
・
之
。

(下
略
)〈

「平
他

々
平
事
」
〉

こ
こ
で
は

「平
他
他
平
」

「他
平
平
他
」
と
云
う
通
行
す
る
調
声
法

の
他
に

「平
他
平
他
」

「他
平
他
平
」

「平
平
他
他
」

「他
他
平
平
」

「平
平
平
平
」

「他
他
他
他
」
の
六
種

の
調
声
法
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
説

い
て
お
り
、
下
略

に
し
た
部
分
に

『
三
教
指
帰
』
な
ど
か
ら

の
証
左
を
挙
げ

て
そ
の
根
拠
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
説
を
見
る
限
り
に
お

い
て
印
融

の
隔
句

の
調
声
説
は
従
来
の
二

種

の
調
声
法
以
外

の
六
種
を
認
め
る
と
云
う
点

で
寛
容

で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
調
声
不
要
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な

い
。
新
た
に
六
種
の
調

声
を
認
め
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
当
然

こ
の
六

種
以
外

の
も

の
も
出
来
得
る
が
、
そ
れ
ら
を
認
め
る
と

云
う
立
場
の
も
の
で
は
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な

い
。
然
れ
ば

「物
書
次
第
」
の
調
声

不
要
と

の
説
と
は
吻
合
す
る
も

の
と
は

云
え
な

い
の
で
あ
る
。

以
上
述

べ
た
点
で
は
印
融
と
の
関
聯
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
他

の
調
諦

文
、
願
文
に
関
す
る
事
柄
に
お

い
て
も

『
文
筆
問
答
紗
』
で
は

『
王
澤
不
渇

紗
』

の
引
用
を
主
と
し
、
他
に

『
性
霊
集
』
を
作
例
と
し
て
挙
げ

て
内
容
を
補

完

し
て
い
る
。
印
融
説
と
し
て
特
徴
的
な
も

の
は
積
極
的
に
認
め
ら
れ
な

い
が

敢
え

て
云
う
な
ら
ば
、

『
性
霊
集
』
を

証
左
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
か
。

こ
の
観
点
で

「物
書
次
第
」

を
見
て
も

『
性
霊
集
』

の
引
用
な
ど
は

見
当
た
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
印
融
説
と

の

一
致
点
を
見
出
す

こ
と
は
出
来
な

い
。

そ

の
他

「拾
二
門
図
」
や
語
彙

の
言

い
換
え
に
関
す
る
事
柄
が

「物
書
次
第
」

に
は
含
ま
れ
る
け
れ
ど
も
、
徴
す

べ
き
資
料
が
な

い
。

印
融

は

『
作
文
大
体
』

の
書

写
な
ど
も
行

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
と

の
関
係

は
深

い
も

の
が
あ
る
こ
と
は
確

か
で
は
あ
る
。
ま
た
勿
論
、
未
見

の
資
料

か
ら

印
融
と

の
関
わ
り
を
指
摘
出
来

る
可
能

性
は
否
め
な
い
が
、
先
述
し
た

こ
と
を

踏
ま
え
る
と
印
融

の
作
ま
た
は
そ
れ
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
難

い
。
然

ら
ば
、
冒
頭
題
下
の

「印
融
作
少

々
」

と
は
印
融

の
文
章
に
関
す
る
著
述
を
指

す
も

の
で
は
な
く

「物
書
次
第
」
末
尾

に
付
さ
れ
た

「印
融
御
入
滅
詩
歌
」

の

こ
と
を
指
す
も

の
で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
か
。
ま
た

一
方
で
、
文
章
家
と
し
て

高
名
で
あ

っ
た
印
融

の
撰
で
あ
る
こ
と

に
擬
し
喧
伝
す
る
為

に
、
そ
の
辞
世

の

詩
歌
を
載
せ
、
題
下
に

「印
融
作
少

々
」
と
記
し
た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
。

五

以
上
、

「物
書
次
第
」
の
紹
介
を
兼

ね
て
聯
か
の
考
察
を
試
み
た
。

こ
こ
に

示
し
た

の
は
管

見
の
及
ぶ
限
り

の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
思
わ
ぬ
誤
謬
も
多
か
ろ

う
と
危
惧
す
る
。
未
詳

の
箇
所
や
原
拠
不
明

の
点
に

つ
い
て
は
後
考
を
侯
ち
、

稿
者
に
お
い
て
も
今
後
調
査
を
進
め
る

つ
も
り
で
あ
る
。

主一言
ロ

ー

小

沢
正
夫

氏

「作

文
大

体

の
基
礎

的
研

究
」

『
説
林

』
十

一
号

昭

和

三
十

八

年
九

月

2

こ
の

「調

調
願

文
表

白
筆
体

」

に

つ
い
て

は
大

曾
根

章
介

氏
が

翻
刻

紹
介

さ

れ

て

い
る
。

(
「
『
調
諦
願

文
表

白
筆
体

↑

に

つ
い
て
」

『
紀
要

』
九

十

八
号

〈中

央
大

学
文
学

部

〉

昭
和

五
十

六
年

三
月
)

3

後
藤

昭
雄

氏

は

『
東

長
儀
』

の
例

「
論
経
導

師
着

・
礼
盤

一、

(略
)

打

・
磐
、
度
。

三
礼
、
打

・
磐

一度
。
如

来
唄

、
打

・磐

憂
。
表

白
。

此
間
、

堂
達

降

・床
、

就
二
導

師

辺

一、

授
・
調

諦
文

一復
・
座
。

打
・
鐘
三
度
、

読
二
調

諦
文

一
、
打

ゾ磐

.度
。

」
を

挙

げ

ら
れ
、

法
会

の
実

際
を
踏

ま

え

る
も

の
と
指
摘

さ

れ
る
。

(
「
調
諦

文
考

」

『
講
座

平
安
文

学
論

究
』

第
九

輯

風
間
書

房

平
成

五
年

十

一
月
)

4

註
3
前
掲

の

『
東
長

儀
』

の
例

か

ら
、

打
磐

の
表

現

に

つ
い
て
も
法

会

の
儀

式

を
踏

ま

え

る
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

5
、

6

註

1
小

沢
氏
前

掲
論

文

7

伊

藤
宏

見
氏

『
傳

記
篇

印
融

法

印

の
研

究
』

下

私
家
版

昭
和

四
十

六
年

九
十

八
頁
。
ま

た

同
氏

は
辞

世

の
七
律

及
び
和

歌

一
首
を
書

し

た

一
軸

が

即
清

寺

(東

京
都
青

梅
市

)

に
伝
来

す

る
と
報

告
さ

れ

て

い
る
。

尚
、

「
印
融
尊

師

乗
牛
寿

像
」

と
紹
介

さ

れ

る
も

の
は

「
紙
本
着

色
印

融
像

」

(
三
会

寺
蔵

)
と

し

て
、

横
浜
歴

史

博
物
館

に
て
平

成
九

年
十

月
に
行

わ
れ

た
展
観

「
中
世

よ

こ

一54ー



8

は
ま

の
学
僧

印

融
-

戦
国

に
生

き
た
真

言
密

教
僧

の
足
跡
」
の
図
録

に
写
真

が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

印
融

に
関

す

る
伝

記
及

び
そ

の
文
筆

活
動

に

つ
い
て
は
註

7
伊

藤
氏

前
掲

書

(
上
下
冊

)

及
び

、

小
西
甚

一
氏

『
文
鏡

秘
府

論
考
』

(大

八
洲

出
版

昭

和

二
十
三
年

)
、

馬

渕
和

夫
氏

『
日
本

韻
学

史

の
研
究
』

(
日
本
学
術

振

興
会

昭

和
三

十
七

年
)

、
船

津
富

彦
氏

「
文
筆

問
答

紗
覚
書
ー

特

に
漢

詩
論

に

つ
い

て
」

(
『
密

教
文

化
』

十

四
号

昭
和

二
十

五
年
十

月
)
、

金

原
理
氏

「
『
文

筆

問
答

紗
』
ー

そ

の
基

礎
的

な
問

題
を

め
ぐ

っ
て
」

(
『
平

安
朝

漢
詩

文

の
研

究

』

九
州
大

学

出
版

会

昭
和

五
十

六
年
)
、

横

田
光
雄

氏

「
印
融

の
文
筆

活

動

」

(
『
日
本

歴
史

』

五
九

五
号

平

成
九

年
十

二
月
)
な

ど

に
詳

し

い
。

(翻
刻
凡
例
)

・
本
文
の
表
記
は
原
本
に
忠
実

で
あ
る

こ
と
に
努
め
た
が
、
鉛
印

の
都
合
上
、

通
行

の
字
体

に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

・
振
り
仮
名
、
送
り
仮
名
は
原
本

の
ま

ま
に
し
た
が
、
返
点
は
私
に
施

し
た
。

・
改
行
、
改
丁
は
原
本

の
ま
ま
に
し
た
。
但
し
、
改

丁
箇
所
は

」
幾

丁
表

(裏
)

の
如
く
示
す
。
但
し
、

「物
書

次
第
」
の
冒
頭
か
ら
を

一
丁
と
し
、

『
作
文
大
体
』
全
体

で
の
丁
数
は
冒

頭
の
み
示
す
。

・
明
ら
か
に
注
記

で
あ
る
と
思
わ
れ
る

も
の
は
全
て
少
字

で
示
し
た
。

・
明
ら
か
に
誤
り
と
思
わ
れ
る
も

の
は
傍
記
の
括
弧
内
に
私
意
を
示
し
た
。

・
便
宜
上
、
句
点
を
私
に
施
し
た
。

物

書

次

第

印

融

ノ
作

少

々

調

踊

文

折

紙

中

状

皆

通

用

也

。

凡

雑

筆

ニ
ハ
有

一・十

三

句

大

様

一。

或

ハ
去

・
声

或

ハ
不

・
去

・
声

ヲ
任

・
心

有

リ
・
書

事

一
モ
。

不

㌦

ニ
ハ
奔

二
去

㌦

声

.
事

一
.
人

.
漫

句

乱

句

何

モ
宜

者

也

。

漫

句

ト
者

無

・
.字

数

モ
。

又
無

・
.字

ノ
封

句

。
。

不

・
去

・
声

.
。
自

在

無

礫

也

。

仁

和

寺

圓

堂

供

養

願

文

。

紀

納

言

長

谷

雄

作

。

仁

和

寺

ノ
内

地

他

建

・
八
角

ノ
一
堂

一.
長

句

」

一
表

(
五

十

二

丁

表

)

奉

・
安

二
置

、界

會

三

十

七
尊

井
外

院

天

等

三

摩

耶

一
.

以
上
隔
句

斯

逼

第

子

傍
句
一
生

謄

仰

基

イ
平

三

時

観

念

之

所

也

長
句

抑

夫

傍

法

界

皆

謂

二
道

場

障
何

.
,
方

力
非

二
修

行

地

地

一
。
他

世

間

ハ
惣

為

虚

偽

他
何

ノ
庭

ヲ
カ
為

二
常

住

栖

一
ニ
平

以
ヒ
轟

句

然

而

傍
句

為

・
暮

・
徳

ノ
他

為

・
懸

・
恩

ノ
平

以
上
壮
句

」

=
畏

追

二
山

陵

之

近

邉

一
.
平
望

二
松

植

之

荒

色

一
ヲ
他

以
毒

句

是

猶

傍
句

思

下
.
古

人

　

・
慮

セ
.
基

之

側

一
ノ
意

上
.

長
句
以
上

是

猶

傍
句

平

二
干

今

春

一
如

法

供

養

開

・
會

一

日

三

他

請

二
.
衆

百

僧

一
ヲ
平

巳
上
緊
句

各

々

ニ
運

・
.ア
心

ヲ
平
親

二
、

虚

空

之

月

一
.
他
声

々

.
異

・
口

他

任

ニ
セ
タ
リ
周

遍

風

一
ニ平

以
上
隔
句

於

是

傍

國

王

有

飛

之

條

他

黄

鳥

和

之

農

平

翻

二
薙

衣

於

花

間

一
二
平

混

二
.
謁

典

於

声

」

二
表

一55一



裏

他

以
。
平
隔
句

將

以

.
ハ傍
句

驚

・
動

.諸

尊

之

界

一
.
他

娯

二
楽

.
諸

天

隔

臨

'
.

也

平

長
句

弟

子

傍

昔

.
為

'入

君

仁

万

姓

所

・
犯

之

罪

自

.
蹄

・
、

我

.
他

今

.
作

一
佛

子

一
卜
他

一
身

所

・
修

之

善

壼

.

利

レ
他

.
平

況

ヤ
云

ノ
有

・
恩

平
更

二
亦

誰

.
別

.

.
他
緊
句

豚

・四

生

之

類

一
他

被

一二

子

之

悲

一
.
平

長
句

弟

子

某

阪

命

稽

首

.
書

物

.
可

・
知

言

良

.
有

・
由

哉

緊
句

誠

哉

此

言

不

'其

然

㌃
.
乎

誠

.
不

・
美

士
.哉

當

・一テ
干

此

時

一
二
漫
句

見

・
今

,
知

㍉

古

.
旭

自

・
淺

至

・
深

桑

句

得

易

・
失

者

.
時

也

陵

雲

之

才

容

石

之

身

緊
句

文

花

早

,
凋

言

葉

何

.力
残

緊
句

山

寺

.
名

・
諌

若

一卜
云

・

熟

堀

卜
.
只

寺

ト
..云

二
禅

林

ト
モ

松

房

卜
.
云

一蘭

若

ト
、.云

梵

宇

ト
モ
禅

窓

一
ト
モ
僧

閣

ト
モ
尼

院

ト
ェ.云

。

調

論

.
佛

布

施

裏

物

.

道

師

請

・
取

状

也

。

然

則

調

論

定

テ
叩

・
。
菟

鐘

ノ

一
磐

一
.
驚

一'鵡

王

,
諸

尊

一ヲ
云

詞

.
書

載

也

。

見

鐘

ト
.
磐

ノ
裏

.

.
面

.

.
云

・
見

鳥

.
鋳

付

.
、

云

見

鐘

ト
也

。

又

.
霜

鐘

ト
。
也

。

冴

行

間

声

苦

澄

渡

.

.
云

・
霜

鐘

一卜
也

。

又

打

二
鳴

、テ
洒

濱

一ヲ
驚

一ト
.
三

宝

ノ
諸

尊

.
云

也

。

大

國

二
云

二
呉

山

・
ト
山

。
リ
洒

濱

石

ト
云

石

.
取

出

、..
打

レ
之

。

其

響

キ
苦

哀

.諸

天

モ
垂

二
納

受

.
影

向

、.
.
。

然

.

.

」

二
裏

」

三

表

」

三

裏

磐

ノ
名

ヲ
ハ
云

二
ヘ
ル
洒

濱

ノ
一
馨

一
ト
也

。

又

叩

究
ア
九

乳

ノ
金

磐

一
ヲ
驚

二
ト
モ

十

方

佛

陀

一
.
書

也

。

國

。
昔

犬

,

生

時

聞

二
佛

法

声

一.

成

二
。
ナ
リ
金

馨

三
。

犬

ノ
主

ノ
聖

人

ニ
夢

二
告

テ
云

ク
願

ハ
上

人

此

磐

ニ
ハ

我

身

成

也

。

懸

二
..
佛

前

三

打

給

.
我

罪

滅

.。
遂

。
可

・
成

二

佛

道

一.
云

云

。

然

則

如

二
夢

ノ
告

・
懸

・
テ
佛

前

一
打

・
之

也

。

此

犬

ノ
乳

九

.
有

故

此

磐

ニ
モ
有

ニ
リ
乳

ノ
姿

タ
九

一
.
也

。

然

間

調

訥

拓

ニ
テ
九

乳

,
金

磐

一
.
驚

二
.
卜
十

方

ノ
諸

尊

一
.
書

也

。

又

願

文

ハ

壇

那

,
善

根

ヲ
書

・
之

。

願

文

ニ
ハ
初

ノ
敬

白

,
終

始

.
テ
庭

ニ
ハ
如

・

件

計

リ
書

留

也

。

謁

諦

ニ
ハ
如

・
件

如

・
斯

書

留

二
其

下

ニ
ハ
敬

白

ト
書

・
之

。

其

次

。
年

号

日

付

、テ
弟

子

何

力
、佛

子

某

ト
モ
書

・
之

。

其

次

敬

白

書

止

.
也

。

誠

諦

ニ
ハ

敬

白

調

論

事

三

寳

衆

僧

御

布

施

一
裏

右

大

施

主

姓

名

孝

源

ノ
何

力
.。

平

,
某

。

藤

原

某

。

法

亡
.
ハ

弟

子

某

。

入

道

ナ
,.
.
沙

弥

某

。

尼

亡
.
ハ
禅

尼

某

。

女

姓

ナ
、.
ハ
源

氏

平

氏

藤

原

氏

。

相

富

リ
テ
誰

人

可

七

日

忌

景

一
二
修

・
懇

志

善

根

・.
所

・
祈

二
幽

霊

ノ
出

離

得

脱

一
ヲ
也

。

然

則

所

・
叩

者

見

鐘

,
一
磐

所

・
驚

二
三

宝

境

界

一也

。

魂

早

辞

二
。
テ
五

々

有

昏

衝

一.
速

.
到

二
リ
三

々
品

ノ
明

地

一
.
給

乎

。

乃

至

法

界

無

・

完

普

預

二
..
.
利

益

一.
。

価

調

諦

祈

・
請

如

・
件

。

敬

白

年

号

月

日

佛

子

某

敬

白

。

敬

白

種

々
善

根

事

卜
書

ノ
者

山

寺

様

家

ノ
儒

者

所

・
咲

只

如

此

書

也

。

敬

白

奉

・
造

二
立

何

佛

一
躯

ト
。
一
躰

ト
。

」

四

表

」

四
裏
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」

五

表



奉

・
讃

一諦

妙

法

蓮

華

経

何

部

一
ト
。

奉

・
書

・
窩

妙

法

蓮

華

経

何

部

一
ト
。

一
日

経

十
「.
ハ
奉

・
頓

二
爲

妙

法

蓮

華

経

何

部

一或
阿
弥
陀
経
等

奉

・
漫

漏

光

明

真

言

何

遍

一,
。

右

相

一當

過

去

慈

父

歎

誰

人

幽

霊

何

七

日

三
修

㌧

。

上

件

ノ
善

根

一.
所

・
資

㌧

.
彼

菩

提

'
也

。

夫

以

.

.此

下

ハ

任

=.
書

度

様

一
.
不

・
知

・
声

人

不

・
去

・
声

.
任

可

・
書

・
之

。

調

訥

願

文

.
引

一
旧

物

ヲ
替

レ
ヘ
ン
言

事

云

。

法

性

卜
言

ヲ
.書

二

替

真

如

。

真

如

.
ハ
可

相

,
。

悪

業

.

.
書

替

黒

業

,
。

無

明

二

可

レ

代

妄

想

示
。

地

獄

.

.
那

落

,
書

替

。

六

道

.

.
六

趣

,
書

替

。

人

間

ヲ
.
人

世

,
代

。

天

上

ヲ
.
雲

上

,
書

替

。

三

界

ヲ
ハ
三

有

、
書

替

。

廿

五

有

一.
ハ
五

々
有

ト
書

替

。

九

品

.

.
三

々
品

ト
書

替

。

極

樂

.

.
安

養

書

替

樂

邦

可

・
替

也

。

夫

以

.

.霜

。
以

.
ト
書

替

。

経

.

.
金

書

可

・
書

也

。

又

向

法

ト
モ
蓮

偶

ト
.
花

文

,
モ
玉

軸

ト
モ

金

文

ト
モ
書

也

。

佛

.
ハ
白

毫

ト
モ
金

色

ト
モ
金

人

ト
モ
月

輪

ト
モ
沮

須

ト
、ー

姿

ト
モ
書

也

。

神

社

ノ
名

.
ハ
神

社

ト
モ
松

儒

ト
モ
叢

祠

拍

城

ト
モ
苔

濡

.
エ在

・
神

社

一物

.
名

御

子

巫

・
錦

紙

銭

銀

銭

幣

吊

木

綿

御

注

連

又
社

ヲ
云

・粉

楡

ノ
劒

一
ト
.
松

柏

ノ
庭

ト
モ
松

老

タ
.

地

柏

幽

庭

ト
モ
云

。

神

ノ
利

生

.

.神

徳

卜
.
霊

威

ト
.
云

也

。

神

御

前

ノ
願

書

敬

白

何

神

御

宝

前

奉

・
懸

・
願

書

事

一
般

若

心

経

何

十

巻

。

一
何

色

物

等

幾

数

。

右

所

・
侍

者

神

徳

也

。

所

・
仰

者

霊

威

也

。

然

則

若

宿

願

令

成

就

圓

漏

一
給

者

聯

果

・
、遂

テ
此

願

'
.
可

レ
奉

二
.

」

五

裏

」

六

表

」

六
裏

法

樂

荘

嚴

一
、。

當

社

権

現

歎

大

明

神

敷

者

也

。

愛

和

光

月

朗

.

.テ
五

衰

ノ
睡

リ
早

.
畳

,
同

塵

,
水

潔

、
テ
ハ
三

熱

ノ

炎

速

ニ
消

、
凡

我

願

既

漏

衆

望

亦

足

者

也

。

傍

立

・
願

之

状

如

・
件

。

年

号

月

日

物

書

次

第

指

南

抄

少

々

一
去

声

ト
上

声

卜
入

声

ト
ノ
三

声

.
云

・
他

声

一ト
。

平

声

ヲ
.
云

二
平

詩

一
。

調

諦

願

文

等

.

.
平

他

々

平

ト
去

・
声

.
也

。

十

二

月

総

名

春

三

月

青

陽

。

夏

三

月

朱

明

。

秋

三

月

白

藏

。

冬

三

月

玄

冬

。

十

二

月

別

名

正

月

。

大

籏

。

三

陽

。

春

至

。

孟

陽

。

初

陽

。

春

象

。

新

春

。

早

春

。

上

月

。

上

春

。

柳

眼

。

初

春

。

履

端

。

親

月

。

二

月

。

爽

鐘

。

仲

春

。

仲

陽

。

全

月

。

陽

月

。

星

鳥

。

桃

月

。

衣

更

著

。

花

朝

。

逆

暑

。

青

春

。

賞

花

。

如

月

。

春

中

。

風

暖

。

三

月

。

沽

洗

。

季

春

。

季

陽

。

五

陽

。

残

景

。

光

春

。

恵

風

。

和

氣

。

辰

月

。

雲

風

。

三

春

。

芳

春

。

春

陽

。

桃

浪

。

楡

雨

。

弥

生

。

四

月

。

仲

呂

。

孟

夏

。

首

夏

。

乾

陽

。

六

陽

。

未

秋

。

梅

月

。

送

春

。

衣

蔦

。

金

月

。

正

陽

。

雍

夏

。

更

衣

。

卯

月

。

五

月

。

仲

夏

。

莚

賓

。

星

火

。

牛

月

。

炎

夏

。

登

来

。

梅

修

。

景

牛

明

。

炎

景

。

炎

節

。

早

苗

。

六

月

。

林

鐘

。

温

風

。

金

蘂

。

後

伏

。

旦

月

。

火

老

。

暑

雲

。

」

七

表

」

七

裏

」

八

表
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七

月

。

夷

則

。

孟

秋

。

高

秋

。

金

神

。

涼

天

。

中

月

。

風

月

。

蘭

月

。

上

秋

。

初

高

。

初

秋

。

清

太

一
。

八

月

。

南

呂

。

仲

商

。

商

月

。

日

夕

。

金

涼

。

円

月

。

畿

月

。

酉

月

。

仲

律

。

仲

月

。

胡

鷹

。

梁

莚

。

朱

賓

。

定

雨

。

仲

秋

。

九

月

。

無

射

。

季

秋

。

暮

雨

。

季

商

。

薫

霜

。

代

月

。

秒

秋

。

素

月

。

菊

月

。

玄

月

。

淳

秋

。

白

露

。

素

秋

。

長

月

。

十

月

。

早

月

。

新

月

。

磨

鐘

。

孟

冬

。

陽

月

。

良

月

。

小

春

。

上

冬

。

磨

陽

。

陰

天

。

玄

英

。

初

冬

。

霜

寒

。

雲

令

。

神

無

月

。

早

冬

。

新

冬

。

十

一
月

。

星

化

。

陽

復

。

苗

鐘

。

仲

冬

。

盛

冬

。

事

月

。

春

鐘

。

霜

月

。

十

二

月

。

大

呂

。

季

冬

。

暮

冬

。

鯨

歳

。

臓

月

。

残

臓

。

陽

月

。

三

冬

。

玄

調

。

急

景

。

暁

月

。

光

流

。

疑

寒

。

歳

暮

。

寒

冬

。

師

馳

。

潤

月

。

正

時

。

鯨

月

。

指

月

。

終

月

。

作

文

章

略

頬

一
字

二
字
是
装
句

上
四
下
四
是
緊
句

上
四
下
六
軽
隔
句

上
四
三
下
七
疎
隔
句

上
下
平
等
平
隔
句

然
則
是
故
是
傍
句

而
巳
耳
等
是
送
句

上
三
下
三
是
壮
句

小
五
多
九
是
長
句

上
六
下
四
重
隔
句

上
七
下
三
密
隔
句

上
下
不
定
雑
隔
句

字
調
不
封
是
漫
句

焉
哉
呼
也
是
景
字

」

八

裏

冬

中

。

」

九

表

」

九

裏

拾
二
門
圖

乾

坤

門

。

天
象

門

。

生

殖

門

。

器

財

門

。

氣

形

門

。

支

躰

門

。

食

服

門

。

態

藝

門

。

光

彩

門

。

時

候

門

。

数

量

門

。

虚

押

門

。

山
川
漢
谷
河
地
峯
岳

雲
雨
露
霧
霜
等
也
。

松
柳
梅
櫻
花
葉
枝
用
也
。

金
銀
珠
玉
綾
羅
錦
繍

人
畜
鳥
獣
有
情
類
也
。

眼
胸
手
足

口
鼻
等
也
。

酒
餅
米
喰
食
等
也
。

歌
舞
踊
躍
跳
走
遊
飛

青
黄
赤
白
黒
β
月
星
宿光
映
耀
蓄

春
夏
秋
冬
年
月

口
傳
。

一
二
三
四
百
千
万
爾
孤
多
諸

尤
非

柳

更
遥
以
等
也
。

乃
至
法
界
平
等
利
益

抑
土
砂
加
持
光
明
供
養
瑚
ナ
レ
バ
等
云
々
。

印
融
御
入
滅
詩
歌

鶴

敬

シ
玉
ヘ
リ
本

初

不

滅

阿

ヲ

命

終

一
念

浄

心

弥

ハ
・
シ
キ

頂

二載

テ
蓮

皇

二
越

悪

陀

禮

恭

稻

讃

ノ
拝

一シ
諸

佛

一
ヲ

來
降
此

・
今
還
往

迎
臨
ノ
三
尊
忽
現
生
.

引
テ
登

隔
月
殿

二座

.
愚
極

摂
受
恒
住
快
樂

生

ル

ゝ

モ

烈
字

ヨ
リ

來

レ

ハ
死

ス
ト

テ

モ

本

ノ

不

生

ニ
カ

ヘ
リ

コ

ソ

ス

レ

ル
ヲ

」
十
表

」
十
裏

」

十

一
表

」

十

一
裏
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〈付
記
〉

本
書

の
翻
刻
に

つ
い
て
は
島
原
図
書
館

松
平
文
庫
に
御
許
可
を
賜

っ
た
。

に
付
し
て
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

こ

こ

(お
お

い
し

な
お
か

つ

・
九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)
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